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と熱交換を行い，排気部より排出される．
前ページの図は，毎時換算蒸発量 2.5 トンボイラ

の構造および水・蒸気・燃焼ガスの流れを示してい
る．

運転効率の改善

今回の開発では，蒸発甘



我が社のいち押し技術
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としている．本ボイラでは，20～ 100％の全負荷燃
焼領域で NOx 値を 30 ppm（ O2 ＝ 0％換算値 【㎈赧“á ƒヮギ よ∵


